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事業再評価に係る資料

事業名 国道８号 敦賀バイパス 事業種別 二次改築
つ る が

起終点 起点）福井県敦賀市田結
つ る が た い

事 延 長 ８．２km
業 終点）福井県敦賀市小河口

つ る が お ご う ぐ ち

の

概 事 業 化 昭和４７年度 都市計画決定 昭和４９年～平成２年度

要

用地着手 昭和５０年度 工事着手 昭和５１年度

全体事業費 約４８０億円

一般国道８号は、新潟市を起点とし、富山・石川・福井県の主要都市及び滋賀県湖

東地域を経て京都に至る全長約570kmの主要幹線道路である。事

敦賀市は関西・中京方面から北陸・若狭へ通じる交通路の結節点として、かつ、重業

要港湾である敦賀港を通じて日本海沿岸及び対岸諸国への物流拠点として、非常にの

重要な位置にある。このため、大型車等の通過交通が多くなっている。また、夏季に目

は海水浴客が集中することから、交通混雑を招いている。的

敦賀バイパスは、こうした状況を背景として、敦賀市内の交通混雑の緩和による交

通流動の円滑化及び地域開発の基盤整備を図ることを目的として計画された、延長8.

2kmのバイパスである。

また、北陸自動車道敦賀インターへのアクセス道路としての役割を担うとともに、一

に寄与般国道27号金山バイパスと一体となって、沿道地域はもとより嶺南地域の発展

するものと期待されている。

位

置

図



事業名 国道８号 敦賀バイパス 事業種別 二次改築
つ る が

執行済み額 事 業 費 ： 約３０２億円（進捗率６２％）

事業の進捗状況

事

業

の

進

捗 ・事業進捗率 ６２％（事業費ベース、平成１８年９月末現在）

・用地取得率 ９９％（面積ベース、平成１８年９月末現在）

（ ） 、 、○ルート上に重要な埋蔵文化財 国史跡 の発見により その調査に時間を要し

状 その後の文化財保護による構造変更協議、また港湾計画道路等との協議、公図混

乱箇所の地図訂正に時間を要した。さらに事業に対して、一部地権者の理解が得

られず、地元協議に時間を要した。

況

供用目標等今後の事業の見通し

・今後、平成２０年代初頭の全線暫定供用を目途に残りの事業を推進する。



事業名 国道８号 敦賀バイパス 事業種別 二次改築
つ る が

客観的評価指標

事

業

を

め

ぐ

る

社

会

情

勢



事

業

を

め

ぐ

（ ）再評価実施時点における評価指標該当項目 定量的評価指標

る

１．活 力～円滑なモビリティの確保～

○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

・国道８号等の渋滞損失時間は215万人・時間／年である。社

・当該事業により、渋滞損失時間は36万人／時間／年となり、約83％が削減される。

４．環 境～地球環境の保全～

○対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量会

・国道８号等のＣＯ２排出量は約16.6万t/年である。

・当該事業により、ＣＯ２の排出量は約15.2万ｔ／年となり、約8％削減される。

４．環 境～生活環境の改善・保全～情

○現道等における自動車からのNO2排出削減率

・国道８号の現道区間のＮＯ２の排出量は約61.9t/年である。

・当該事業により、ＮＯ２の排出量は約8.9ｔ／年となり、約86％削減される。勢

○現道等における自動車からのSPM排出削減率

・国道８号の現道区間のＳＰＭの排出量は約5.8t/年である。

・当該事業により、ＳＰＭの排出量は約0.8ｔ／年となり、約86％削減される。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

敦賀バイパスの沿線地域である敦賀市では、人口推移がほぼ横ばい傾向である

ものの、自動車保有台数は増加傾向となっている。また、自動車保有台数は全国

平均値を大きく上回っており、自動車への依存が大きくなっている。

また、敦賀港において多目的国際ターミナル整備事業が進められる中、そのア

クセス機能として敦賀バイパスに対する役割が高まっている。



効事 ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝２．１（全体事業）

果業 ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝２．５（残事業）

分採 （基準年次：平成18年、検討年次40年間で算出）

析択

の時

要の

因費

の用

変対

化効

果

立コ 未供用区間の現道については、河川と山地に挟まれた非常に狭隘な場所を通過し

案ス ており、跨線橋、平面交差踏切が存在することから、関係機関・地域住民から早期のバ

等ト イパス整備が望まれている。周辺の土地利用状況、主要幹線道路等との接続などを考慮

の縮 した現計画に基づき、事業を推進する。

可減 施工にあたっては、トンネル発生土の有効活用等により、コスト縮減に努めながら事

能や 業を推進する。また、新技術・新工法を採用しライフサイクルコストの低減な

性代 どの観点でもコスト縮減に取組み、総合的なコスト縮減を図る。

替

案

地 ○福井県・・・敦賀バイパスの早期完成を要望

方 ○敦賀市・・・敦賀バイパスの１９工区の早期完成を要望

公 ○美浜町・・・敦賀バイパスの１９工区の早期完成を要望

共 ○若狭町・・・敦賀バイパスの１９工区の早期完成を要望

団

体

等

の

意

見

（原案）事業継続

対

応 （理由）

方 本道路は、敦賀市内の交通混雑の緩和による交通流動の円滑化及び地域開発

針 の基盤整備を図ることを目的とした道路である。

交通混雑緩和により交通の円滑化及び安全かつ冬季に強い道づくりのため、

沿線市町による期成同盟会をはじめとした関係諸団体より、早期完成が強く求

められている。

今後は、平成２０年代初頭の全線暫定供用に向けた整備を先行し、順次４車線化

。整備を進めていく予定である
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